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新会長挨拶

　このたび，三期目の大任を拝命いたしました。その責任の重さを改めて痛感するとともに，身の引き

締まる思いを新たにしております。併せて，会員の先生方から賜りましたご厚情に，心より感謝申し上

げます。

　平素より私が深く畏敬申し上げる小林敏郎元会長，酒井昭則前会長の卓越した胆力と高邁なる識見，

そして厚い人望においては，到底，足元にすら及びませんが，僥倖にもその薫陶に浴した一人として，

両先生のご高志を深く胸に刻み，微力ながらも誠心誠意，会務に専心してまいりました。今期も狷介不

羈なる精神を根底に据えつつ，組織と社会に対する責任を深く自覚し，己を律する厳しさを心の軸とし

て，任を全うする覚悟でおります。

　後漢書に「疾風に勁草を知る」という一節があります。

　烈しい風が吹き荒れるときこそ，真に強靭な草がその姿を現します。穏やかな時には見過ごされがち

な真の価値は，厳しい環境の中でこそ試され，明らかになる。この言葉には，心に響く深遠な示唆が込

められており，困難に立ち向かう勇気と覚悟が湧き上がります。

　今や歯科界を取り巻く情勢は一段と厳しさを増し，未曾有の課題に真摯に向き合わなければならない

転換期を迎えています。それ故に，いかに困難な局面にあっても，「勁草であるべし」との揺るぎなき

信念を持ち，どのような逆境にも決して屈することのない確固たる使命感を胸に果敢に挑むべきと心得

ております。 この決意のもと，県民の福祉の向上に心血を注ぎ，歯科医療の社会的価値を一層高める

べく，弛まぬ努力を重ねるとともに，公益に資する組織としての存在意義を明確に示すことで，会員の

紐帯をさらに強め，先生方の矜持を堅守してまいります。そして，いかなる疾風にも臆することなく，

会員各位の権益擁護を第一義に掲げ，直向きに邁進していく所存です。会員の先生方には，倍旧のご支

援，ご協力を賜りますようお願い申し上げ，就任のご挨拶といたします。

　　「 疾 風 勁 草 」

　　　　　		一般社団法人	岡山県歯科医師会

　　　　　　　　　　会　長　西 　 岡 　 宏 　 樹
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会長挨拶（要旨）
　週末のデンタルミーティング，小見山連盟会長はじめ連盟役員の先生方，ありがとうございま
した。大変有意義な会となりました。来賓の議員の先生方にも，大変盛り上げていただいたと感
謝致しております。ご参加いただいた皆様には，窮状が少なからず伝わっただろうとは思います
が，やはり歯科界には楽観的な空気が漂ってるように感じます。事前調査では20万票でようやく
戦いの土俵に上がることができるといわれています。６年前の比嘉選挙は，11万票で次点。３年
前の山田選挙は歯科以外の票があっての18万票。比嘉先生は歯科界からしか票が出ないことを考
えれば，20万票はかなりハードルの高い数字です。そして万が一にも組織代表を失うとなると歯
科の声は国会に届かなくなります。これまでどれだけ比嘉先生のおかげで歯科に目が向いていた
かを思うと，絶望に近いものがあるだろうと思います。現実を見据え，具体的な目標を掲げ，全
力で臨まなければ，取り返しのつかないことになります。

本日のトピックス
　【公衆衛生部】

・ がん医科歯科連携
 がん連携拠点病院と各地区歯科医師会会員とのがん患者の口腔ケアを中心としてネットワー

クの構築を目指す。研修会の開催を含め各方面と協議中。 （小見山副会長）
　【総務部調査事業部会・情報管理部】

・ 「岡山県歯科医師会の会員構成変化とその展望」
 対策等も含めて現状を認識してもらい，資料としての校正もお願いしたい。
・ 「四段階税別存続に向けた緊急調査」協力のお願いをHPに掲載。 （久門田理事）

　【医療管理部】
・ 歯科助手資格認定講習会資料改訂
 骨子を作成中。受講生アンケートの反映はもとより，県歯会員の意識をアンケートで確認し，

会員に求められる人材育成を目指す。2027年の講習会から活用予定。 （本多理事）

取材を終えて	 （広報部 委員　粕山拓郎）
　次期参議院議員選挙では厳しい戦いが予想される中，歯科界全体を守るため理事会では具体
的な数値目標を掲げて一致団結し，準備されていました。

理事雑感	 （中村慶男常務理事）
　行事予定も任期替わりを控え，さらに次期執行部担当分も含めて目白押しで，各部とも息を
つく暇もない状況で精力的に取り組んでいます。特に７月に迫った参院選は，歯科界全体で取
り組まなければならない最重要案件で，“本会と連盟の一体化” を目指した本執行部の集大成
と言えます。
　ぜひとも，会員の先生方の最大限のご協力をお願い申し上げます。

第90回理事会　　　　　　　　　　　　　　　　　令和７年５月22日㈭

理事会ダイジェスト理事会ダイジェスト理事会ダイジェスト理事会ダイジェスト
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会長挨拶（要旨）
　任期も残すところちょうど一か月となりました。二年間自己犠牲を厭うことなく，多大なるご
尽力を賜りましたことに心より感謝申し上げます。今期の第一回理事会で「過去の成功体験に埋
没することなく，古い価値観に拘泥することなく，常に新しい価値観を追い求めて頂きたい。
我々の取り組む事業に，明確なゴールはありません。常に黙々と湧き上がる一朶の雲を追いかけ
るが如く，凌雲の志を持って臨んでいただきたい」このように申し上げました。残りも少なくな
りましたが，最後の一日まで強い自覚と使命感を共有して，思いを一つにし全力で駆け抜けたい
と思っております。本日もどうぞよろしくお願いいたします。

本日のトピックス
　【本会】

・ JDAT活動の費用支弁について
 災害救助法が適用された場合，県と県歯で調整し，派遣に関わる費用を支弁するとある。現

在，県に確認中。 （南専務理事）
　【学術部】

・ 救急蘇生講習会仕様のトレーニング用新AEDを購入
 シンプルで使いやすく安価。今後新規購入時もこの機種を推奨。 （清水常務理事）

　【医療管理部】
・ 中国地域歯科医療管理学会
　中山間地域における歯科医療提供体制に関する分析発表を日本歯科医療学会で行う予定。
 データは今後各県で利用可能。
・ 第６回DHベーシックコース
 参加者28名「TBIとシャープニング」の内容で開催。
 受講後のアンケート結果によると，参加のきっかけは『チラシを見て』，『知人に聞いて』が

全体の３分の２を占めていた。参加者の感想は『非常に満足』と好評価。 （本多理事）

取材を終えて	 （広報部 編集委員　皆木祥伴）
　現執行部の任期も残り１か月となり，締めくくりとともに次期につなげていく内容が多く感じ
られました。歯科医師会としての会務が，ぶれずに継続して行けるような配慮が報告や議論の
端々に感じられた理事会でした。

理事雑感	 （北山　仁理事）
　任期も終盤に差し掛かり理事会も後３回。協議の中では本会の今後の運営についての議論が
ありました。現在，情報管理部では超高齢社会に対応した会の運営について検討する為，県歯
の未来シミュレーションを行い参考となる資料を作成しています。課題は将来に於ける「終身会
員の増加」「会員数の増減」と「各種会費」，この条件を基に会員構成と会費収入を主とした分析
を行い，長期的な県歯の運営を模索しています。今後は検討の礎となるこの資料を基に会員の
先生方と共により良い未来，安定した将来像を確立すべく議論を重ねていきたいと思います。

第91回理事会　　　　　　　　　　　　　　　　　令和７年５月29日㈭
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会長挨拶（要旨）
　情報を発信する側の意識とそれを受け取る側の意識に乖離があれば，いい結果にはつながらな
いし，成果も望めない。最近そう思ったことが２つありました。１つは，比嘉なつみ先生のポス
ターとリーフレットです。封筒を開けた瞬間に「沢山送ってきたな」という感じがしました。私
は小見山連盟会長が押し付けがましくならないように，強制的と受け取られないように，いつも
配慮してるのを側で見ておりますので，今回の対応は危機感の表れ，あるいは焦りかと捉えまし
た。しかしながら，例えば危機感を共有できていない会員にあれが届いた時に，どのように感じ
るか。お互いの意識に乖離があれば「たくさん送りつけてきた」となります。そう思われないよ
うにするには意識の乖離を少なくしようとする配慮が必要です。手法はあるはずです。そこをし
っかりと考えながら進めていくのが役員の使命です。
　もう１つは社保の「ベースアップ評価料の計画書の提出」です。これも我々は，毎年計画書を
提出しなければならない事，計画書の作成方法のわからない会員を集めて講習会を開催している
事も理事会で共有しております。しかし施設基準の届け出をして提出しているのだから報告さえ
すれば新たに計画書の提出は不要だろうと思っている会員も多いと思います。そういった視点か
ら対応をしないとせっかくの努力も無駄になります。受け取る側の立場に立った対応が求められ
ます。

　本日のトピックス
　【本会】

・ 社労士と面談
 学院の各種規則の見直しを実施し，ほぼ完了。
 給与規則も学院独自のものに変更。 （南専務理事）

　【社会保険部】
・ 歯科外来･在宅ベースアップ評価料
 計画書の提出が必要な事が施設基準届け出済み会員の意識に浸透していない感がある。
 会員目線での分かりやすい発信を重ね，周知の徹底を図る。 （後藤理事）

　【医療管理部】
・ 歯科助手資格認定講習会
 89名が修了。Webでの開催でも学力の低下は見られず，受講後のアンケートでも好評を得た。

現場での臨場感も欲しいとの意見もあり，今後検討の余地あり。
・ 日歯第５回医療管理委員会
 歯科助手資格認定講習会のWeb開催について恒常的に「動画による受講を認める」ことを委

員会採決。
 ｢カスハラ防止ポスター ｣が各県で作製されており，岡山県でも対応検討中。
 歯科衛生士による浸潤麻酔について，厚労委員会での業務範囲の検討を受け，日歯では今後

の対応について日本歯科麻酔学会等と協議中である。 （本多理事）

理事会ダイジェスト

第92回理事会　　　　　　　　　　　　　　　　　令和７年６月５日㈭
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取材を終えて	 （広報部 委員長　石井源久）
　歯科衛生士による浸潤麻酔についての話題が上がり，いろいろな意見が出ていた。厚労省や
日歯，また養成学校等でも各種議論が行われているようだ。結論が出るのはまだ先になるよう
だが，今後の展開を注視していきたいと思う。

理事雑感	 （後藤弘幸理事）
　現執行部での理事会も今日を含めて３回となりました。社会保険部担当としてわかりやすい
社保を目指し，愚直に会員益を求めるべくがんばってきたつもりではあります。ただ本日の会
長挨拶でも指摘があったように会員の意識と発信側の思いに乖離がないよう，可能な限り近づ
く努力をすることは発信側の使命です。
　社保に長く携われば携わるほど，「社保の常識」なるものに知らず知らずのうちに支配され
ます。このことを「よどむ」とも言いますが，会員の先生方が「わかりにくい」「おかしい」
と感じたことはぜひ声を上げてください。その声こそが我々の気づきにつながりますのでどう
ぞよろしくお願いいたします。

理事会ダイジェスト

ホームページインデックス
最近掲載された項目です

①医療管理部
・	医療管理ニュースVol.101（2025.3月号）歯科医師国家試験　昨年の合格者は2,060名，
合格率は66.1％

・	医療管理部の歯科雑学（2025.4月号）CBT（シービーティー）・OSCE（オスキー）って何？	
昨今の歯科大学　教育事情

・	医療管理ニュースVol.102（2025.5月号）ご存じですか？！令和７年４月から段階的に育
児・介護休業法が改正されました。

・	歯科助手資格認定講習会に関するアンケート調査ご協力のお願い

②情報管理部
・	日歯より	四段階税制存続に向けた緊急調査について

③社会保険部
・	歯科外来･在宅ベースアップ評価料（Ⅱ）計画書の届出手引について
・	令和７年度分「賃金改善計画書」の作成・提出に関する資料（ベースアップ評価料届出後
に行っていただきたいこと）

④公衆衛生部
・	日学歯　健康診断に関する動画について

お　詫　び
６月号掲載の平岩　弘先生の叙勲受章の記事に誤りがありました。

心よりお詫び申し上げ訂正させていただきます。

（誤）令和７年秋の叙勲　　⇒　　（正）令和７年春の叙勲
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(251)(251)(251)

2025年
▶５月16日㈮
　　ビジネスでの歯の状態
　　年収１千万以上の約７割「影響あった」

▶５月20日㈫
　　京大らが開発
　　頬粘膜を用いて食道がんを予測

▶５月26日㈪
　　ストレスチェック
　　歯科診療所でも今後実施必要に

〈
略
〉

〈
略
〉

〈
略
〉
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▶５月28日㈬
　　日歯会員向け決済サービス
　　クレカ手数料1.10％に

▶６月９日㈪
　　歯科健診未受診で死亡リスクが上昇
　　　阪大ら研究で

マンスリー・デンタル・ニュース・レビュー

6/11 社保歯科・３月診療分
 前年同月比　件数4.3％増，点数3.0％増

6/12 日歯　第205回定時代議員会
 理事や監事などを承認

6/13 日歯　第２次高橋執行部が発足
 第１回理事会で役職など決定

6/16 骨太方針2025が閣議決定
 歯科関係の文言はほぼ原案通り

6/17 歯科医院のイメージ
 「痛い」37.3％，「怖い」27.6％，「綺麗」14.3％

6/18 PMTCの名称活用
 歯科健診・クリーニング事業で説明

6/19 中医協　林 正純氏が退任
 前日歯副会長，中医協委員３期６年

6/20 日歯　「健診拡充に向け働きかける」
 骨太方針の閣議決定受け見解

6/23 日学歯　役員選任など可決
 地区推薦の７人が外部理事に

6/24 東京都　協会けんぽと都歯が協定
 保険者・行政・歯科の地域医療モデル

として期待

の歯科界6月 トピックス

〈
略
〉

〈
略
〉
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　　 第22回　社会保険部検討委員会報告
2025年５月10日㈯	　16：00 ～　　本会会館　７階　702･3会議室

　早いもので検討委員になって20年弱経過した。その間幾度か診療報酬改定を経験したが，今回
の改定の中のベースアップ評価料には大変驚いた。歯科衛生士や歯科技工士の昇給のための新し
い仕組みだが，届出のための作業が大変煩雑だったうえに，その内容や届出用紙は幾度となく変
更があった。そして現状の保険点数はといえば，歯科衛生実地指導料は何年も上がっていない。
義歯の調整を何十分かけて行っても同月に２回目からは再診料のみで，患者さんから支払いの時
に「本当にこれだけでいいんですか？」と言われる始末。これからどんどん進んでいくデジタル
化には何とかついていけるように努力をしなければと思う一方で，今の保険点数についておかし
いと思う事は変えてもらうようにパブリックコメントや政治を通して声を上げ続けなければいけ
ない，という思いをより一層強くした今回の改定であった。

副委員長　岡本　公宣（赤磐歯科医師会）

　最近こんなことがあった。広島の支払基金から，「重複請求になっています。２回目の請求を削
除してください。こちらでは削除できませんのでそちらでお願いします」と電話で連絡があった。
念のため国保連合会に確認すると，こちらも全く同じことになっていた。対処法についてベンダ
ーの担当者に聞いたところ，「したことがないのでわかりません」と。全く開いた口が塞がらない。
仕方がないので再度広島の支払基金に連絡し，対処法を聞きながら何とか削除できた（勿論，私
ではなく受付さんがしてくれました）。詳細な原因は結局不明のまま。「医療DXなんかくそくらえ
ー！」と心の中で叫びながら，医療DX推進体制整備加算の施設基準の届出をした（笑）。

副委員長　皆木　克明（津山歯科医師会）

～検討委員の独り言～

１．報　　告
　⑴　４月 新入会員　７名
　⑵　中国四国厚生局 指導総括管理官 新任ご挨拶　４月10日㈭　17：30

西岡 会長，田頭 常務理事，後藤 理事，佐伯 理事
　⑶　社会保険部小委員会　４月16日㈬　20：00
　⑷　九州歯科大学岡山県同窓会「社保講習会」　４月20日㈰　10：50　皆木 副委員長
　⑸　中国地方社会保険医療協議会 岡山部会　４月24日㈭　13：30　田頭 常務理事　
　⑹　社保相談窓口報告
　⑺　そ　の　他

２．協　　議
　⑴　「検討委員会からのお知らせ」について
　⑵　「地区歯科医師会からの質問」について
　⑶　「そこが知りたいＱ＆Ａ」について
　⑷　そ　の　他
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カスタマーハラスメント
　カスタマーハラスメントとは，患者やその家族などからのクレームや要求が社会通念の範囲を逸脱
し，スタッフの就業環境を著しく害する行為を指します。
●よくある歯科医院での事例
・治療費や保険の仕組みに納得せず長時間説明を要求
・無断キャンセルの常習にもかかわらず，希望通りの予約を要求
・スタッフに対する不適切な言動・ボディタッチ（セクハラ）
●歯科医院への影響
・スタッフへのダメージ： 業務のパフォーマンスの低下，健康不良，休職や退職につながる
・診療の質の低下：本来の業務時間を消費し，他の患者さんへの対応が手薄になる
・医院全体のブランド失墜：医院のイメージや雰囲気の悪化がSNS等で拡散される可能性も
●事前対策
・カスタマーハラスメントへの基本方針・基本姿勢の明確化と周知，啓発を行う
 例：院内掲示や初診説明に「不適切な言動には毅然と対応します」と記載
・スタッフ教育：患者さんの話をしっかりと傾聴し，共感的な態度で接することで，トラブルを未然に

防ぐ
・事前説明と同意の徹底：治療内容・費用など，あらかじめ明確にして誤解の余地を減らす
●起こってしまった時の対応
・初期対応が重要：感情的にならず，誠意ある対応をしつつ，状況を正確に把握し，事実確認をする。

不当な要求に対して即答や約束はしない
・記録の取り方と保管：日時，場所，関係者，具体的な言動，対応の内容などを客観的に記載する。必

要があれば録音をする
・スタッフへの配慮：ハラスメントによってスタッフのメンタルヘルスの不調が生じた場合はアフター

ケアを行う
・暴言，暴力があり，対応が困難な場合：スタッフや自分の身を守るために，警察に通報する
●再発を防止するには
・スタッフとトラブル事例を共有する
・トラブル事案を類型化し，対処法を共有する

岡山県歯科医師会では，現在「院内トラブル対策読本」の改訂作業を進めています。
完成次第，みなさまにお届けいたします。

患者さんとのトラブルでお悩みの際は医事処理委員会（岡山県歯科医師会事務局
086-224-1255）へご相談ください。

（宮地恭祐）
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令和７年度 歯科助手資格認定講習会

　令和７年度 歯科助手資格

認定講習会が４月１日㈫か

ら５月31日㈯まで２か月に

わたりYouTubeにて配信さ

れ，最終日の６月１日㈰本

会会館にて，修了試験，最

終講義，閉講式が開催され

ました。前年度から始まっ

た新しい形式ですが，好評

であったことから本年度も

同じ形式での開催となりました。この講習会は日本歯科医師会が設定する「乙種第一歯科助手」の認定

講習会で，日本歯科医師会が定めた基準に従って行われるものです。受講対象者は本会会員の歯科医院

に勤務している方と岡山歯科技工専門学院の学生です。

　86名が受講され，年齢別の内訳は30歳未満の方が75％，歯科医院での経験年数は１年未満が67％と若

く経験の少ない方の受講がやはり多かったようです。

　講義は，かなりの量がありましたが，YouTube視聴回数では皆さんきちんと視聴されており，また試

験結果も平均点92点と実開催時と変わらず高得点で，手ごたえのある結果でした。

　講習後のアンケートでは，90％以上の人が「講習内容は理解できた」「テキストは分かりやすい」と回

答されましたが，一方で「知らないことばかりで難しかった」「専門

的すぎる箇所がある」といった分かりにくいという意見も少数です

がいただきました。今後の参考にさせていただきたいと思います。

またほとんどの人が，「何度も見直しができる」「自分の時間で受講

できる」という理由でWeb受講の方が良いと答えられています。

　閉講式では，石戸副会長から，「今日で講習は終了ですが，スタ

ートでもある。今回学んだことを基本としそれぞれの医院に合うや

り方にモディファイしながら毎日勉強してください」との言葉が送られました。そして代表の方への認

定証授与後，西岡会長から，「今の超高齢社会の中で質の高い医療を提供していくために，医療人として

自覚と使命感をもって頑張って下さい」という激励の言葉を頂き，講習会が終了しました。対面での講

習は１日でしたが，受講者の熱意が感じられ，今後各歯科医院において大きな戦力になってくださるこ

とと思います。我々医療管理部もアップデートして来年度の講習会に備えたいと思います。

（副委員長　常光広人）
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「ソワソワ」
児島歯科医師会　須藤 健太郎

　プロ野球選手になるはずだった。今でも秋のドラフト会議当日には，少しだけソワソワしてしまう。

「第１回希望選択選手。讀賣。須藤健太郎。投手。51歳。岡山県歯科医師会。」・・・

昨年，そんな夢を見た。

　戯言はさておき，小学生の頃は，地元のソフトボールチームで楽しませてもらった。中学では野球部

に入ったものの，昭和気質全開の猛練習に圧倒され，秋頃には離脱してしまった。大学入学を機に，出

席番号が近かった同級生に誘われるまま硬式野球部に入部し，野球部の活動や仲間との関わりを主軸

に，学生時代を謳歌した。中でも３年生の折，札幌開催の歯学体で投手として先発・完投した経験は，

自分の中で特記すべき出来事である（たまたま怪我人続出で巡ってきた機会で，初戦で敗退してしまっ

たが…）。その後しばらく，自身がプレーする機会は遠のいていたが，数年前から同窓の先輩に県歯野

球部の存在を伺い，責任者の先生ともやりとりをさせていただいた。タイミングが合わず一度は流れた

話だったが，ある委員会でご一緒した先生とのご縁

から，ようやく３年前にユニフォームを着る機会を

得た。久しぶりの練習や公式戦を楽しませてもらっ

ていたが，昨秋の中国地区大会で異変に気づいた。

投げられない！ 塁間すら山なりでギリギリ届く程

度。もっと早く気づけよという話だが，痛くて肩が

回らない。チームにも，エース田口先生にも，多大

なご迷惑をおかけした。帰宅してスピードガンで球

速を計測すると，57km/hしか出ていない。これはまずいと，通路にダンベルを置き，１日に数回，肩

より高く持ち上げるトレーニングを習慣化した。最初の１か月半は寝違えたような痛みが続き，気分が

萎える日々であったが，続けるうちにみるみる痛みが消え，肩の動きに変化を感じられるようになっ

た。やはり，筋力低下による機能障害であったのだろう。

　今秋のチーム公式試合は岡山県主催で，県営球場にて開催される予定だ。小学生の頃，父に連れられ

てプロ野球を観戦したあの球場。そのグラウンドに自分が立てると思うと，今から興奮してしまう。

　肩の痛みは取れた。ただ，スピードガンで100km/hに届かないのは・・・さて，どうしたものか。

次回は	村上　知	先生（岡山市歯科医師会）をご紹介します。
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交　流　集　会

　令和７年４月27日㈰，サントピア岡山総社で恒例の交流集会が行われました。

　午前10時に開会，ラジオ体操のあと８チームに分かれて，ごちゃまぜリレー，じゃんけん列車，〇╳

クイズ，リレーなど，若い学生に混ざって講師陣も翌日の診療に支障がない程度に奮闘しました。ごち

ゃまぜリレーに，おたまにピンポン玉を載せて落とさないように走る競技があり，簡単そうに見えて速

く走るのは意外に難しいです。さすがにただただ走るリレーは無理ですが，この競技は私でも何とかチ

ームに迷惑をかけない程度には走れてよかったと思いました。

　クイズもなかなかよく考えられていて，パンダのしっぽが何色かという問題がありました。皆様はご

存じですか？知っているようで，いざ聞かれると自信をもって答えられないのではありませんか？気に

なる方はぜひご自分で調べてみてください。参加講師陣の平均年齢も年々上がり，参加できる種目も限

られてきています。来年は，リレーに参加できる若くてパワフルな先生が多く参加され，さらに盛り上

がることを期待しております。

　お昼過ぎからは，食事付きで懇親会がありました。普段は気軽に会話ができなくても，食事をしなが

らだと不思議とできるものです。新入生が少しでも学院に慣れ，学年の垣根を越えて楽しいばかりでは

なくつらいこともあるかもしれない学院生活で，相談し励ましあえる人間関係を作っていくきっかけに

なったのではないかと思いました。若くて元気な学生たちにエネルギーをもらった一日でした。

（副学院長　山本道代）
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岡山高等歯科衛生専門学院からのお願い

ご不要になった移動式口腔外バキューム等をお譲りください

　この度十数年ぶりに歯科衛生士養成校ガイドラインの一部改正が行われ，令和８年の入学生から必要

な設備・備品が改められました。その一部として口腔外バキュームや口腔機能評価用器具器材一式など

があります。

　先生の診療所でご不要になった口腔外バキューム（移動式）・あるいは口腔機能評価用器具器材一式

などおありでしたら学院にお譲りください。メーカー・年式は問いません。教育設備の充実のため是非

ともご協力をお願い申し上げます。

 

お問い合わせ・ご連絡等

　　　岡山高等歯科衛生専門学院　有田・奥山まで

　　　電話 086－223－0202　　FAX 086－233－4363

　　　メールアドレス　info@odhc.jp

学院のぺえじ
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岡山高等歯科衛生専門学院
朝日医療大学校　歯科衛生学科   令和７年度新卒者求人募集について
インターナショナル岡山歯科衛生専門学校

　岡山県内歯科衛生士養成校の３校は，令和７年度 新卒者求人票を８月から学生に開示いたします。

　尚，新卒者の採用選考活動は例年通り９月から開始いたします。

　各校の求人募集情報は下記の通りです。各校の求人募集の詳細については，其々の担当者までお問い

合わせ下さい。

学校名 岡山高等歯科衛生専門学院

所在地 〒 700-0813
岡山市北区石関町 1-5

電話番号 086-223-0202
ファックス番号 086-233-4363
メールアドレス info@odhc.jp
学校長氏名 木村　里栄
就職担当者氏名 藤原　桂子，有田　泰子
令和 7年度卒業見込み者数 38 名

学校名 朝日医療大学校　歯科衛生学科

所在地 〒 700-0026
岡山市北区奉還町 2丁目 7番 1号

電話番号 086-255-2000
ファックス番号 086-255-2010
メールアドレス 39dh@oky.asahi.ac.jp
学校長氏名 草地　清志
就職担当者氏名 志茂　加代子，岡崎　惠子
令和 7年度卒業見込み者数 42 名

学校名 インターナショナル岡山歯科衛生専門学校

所在地 〒 700-0913
岡山市北区大供 3-2-18

電話番号 086-212-0155
ファックス番号 086-212-0855
メールアドレス idehc@motoyama-e.com
学校長氏名 小野　俊朗
就職担当者氏名 鷹取　佐知子，重田　雅奈江
令和 7年度卒業見込み者数 48 名
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　黒
くろ

住
すみ

　春
はる

樹
き

	 倉敷歯科医師会
	 ささおき歯科
	 〒710-0038	 倉敷市新田2560－１
	 	 TEL　086-454-6896
	 生年月日　　平成２年５月４日（35歳）

	 	 出身大学　　岡山大学歯学部

経歴・職歴	 2021年３月　岡山大学歯学部　卒業

 2022年３月　岡山大学病院　卒後臨床研修センター歯科研修部門　修了

 　　　４月　グリーン歯科クリニック総社おとなこども歯科・矯正歯科　勤務

 2025年３月　ささおき歯科　開業

 　　　　　　現在に至る

入 会 日 令和７年４月１日

　趣　　味	 ゴルフ

　抱　　負 岡山県の地域医療に貢献したく，地元倉敷で開業いたしました。

 どうぞよろしくお願いいたします。

新入会員 紹介

　河
こう

野
の

 祐
ゆう

一
いち

郎
ろう

	 津山歯科医師会
	 こうの歯科・矯正歯科
	 〒708-0001	 津山市小原22
	 	 TEL　0868-32-8188　　FAX　0868-32-8189
	 	 （９月開院予定）
	 生年月日　　昭和61年12月16日（38歳）
	 	 出身大学　　日本大学松戸歯学部

経歴・職歴	 2015年３月　日本大学松戸歯学部　卒業

 2016年　　　日本大学松戸歯学部臨床研修医

 2017年　　　日本大学松戸歯学部有床義歯補綴学口座入局

 2019年　　　千葉県，埼玉県、東京都の歯科医院に勤務

 2022年　　　津山市井戸歯科クリニック勤務

 2025年９月　津山市で開業予定

入 会 日 令和７年４月１日

　趣　　味	 旅行，自転車

　抱　　負  地域社会に貢献できるよう頑張ってまいります。ご指導ご鞭撻のほど宜しくお願い致します。



ー 16 ー

J. ODA  vol.942     ’25-7

５月末日現在　正会員数1,037名

◎新入会（詳細は新入会員のページで）

　河野祐一郎　正会員　津　山　P27

　黒住　春樹　正会員　倉　敷　P31

◎診療所の移転

　林　　好一　正会員　都　窪　P40

　［新］（診）岡山市南区妹尾1446－９

◎番号の変更

　三宅　伸治　正会員　岡山市　P22

　［新］（診）　FAX（086）239－1028

◎死亡

　小坂　　稔　正会員　都　窪　P39

（Ｐ＝会員名簿のページ）

休 館 の お 知 ら せ

８月13日（水） ～ ８月16日（土）

上記期間の間，夏期休暇のため本会会館を休館させていただきます。

大変ご迷惑をおかけしますがご留意下さいますようお願い致します。

１．本　会

 　　⑴ 診療報酬割会費（社保，国保４月診療の窓口分を含む総診療費の　　 を控除）

２．全国歯科医師国保組合

　　⑴ 所得割保険料（令和６年医療報酬額に対して利率の　 ）

　　　 基礎賦課額（　　）

　　　 後期高齢者支援金等賦課額（　　）

　　　 介護納付金賦課額（　　）

　　⑵ 収入割保険料

　　　 基礎賦課額・後期高齢者支援金等賦課額・介護納付金賦課額

３．日本歯科医師会

　　⑴ 年金保険料（８月分）

　　⑵ 福祉共済保険料（８月分）

2.8
1000

4.8
1000

1
12

７月の収納金

1.9
1000

1.2
1000
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１日 日本赤十字社岡山支部に義援金寄託
 理事会
２日 広報部編集委員会（集稿）
７日 山陽新聞事業社と打合せ（広報）
８日 岡大 前田病院長と面談
 理事会
９日 学院 第１回学院監査・監事会
10日 審査・検討小委員会
 社会保険部検討委員会
 移動医療管理部会
13日 日本学校歯科医会 令和７年度生きる力を育

む歯・口の健康づくり推進事業連絡協議会
（Web）

 総務部調査事業部会委員会・情報管理部会
（Web）

14日 8020推進財団 監事会
 広報部編集委員会（初校）
15日 障害者歯科診療打合せ
 理事会
 常務理事会
 学院 衛生教育実習リハーサル
16日 学院 第３回学院関係者評価委員会，第１回

学院運営協議会
19日 支払基金 審査運営協議会
 学術部正・副委員長会（Web）
 総務部調査事業部会委員会・情報管理部会

20日 第２回 歯科助手資格認定講習会資料改定小
委員会（Web）

 社会保険部研修会
21日 日本歯科医師会 令和７年女性歯科医師の集

い
 医療管理部正・副委員長会
 広報部編集委員会（二校）
22日 令和７年度岡山県学校保健会第１回理事会

及び評議員会
 岡山大学病院 曽我先生と面会
 理事会
23日 第140回都道府県会長会議
 広報部編集委員会（終校）
24日 中国地域歯科医療管理学会第１回役員会

（広島）
 学術部正・副委員長会
25日 第６回DHベーシックコース
 日本法歯科医学会第19回学術大会（東京）
26日 中国地方社会保険医療協議会岡山部会
27日 厚生部共済事業部会幹事会・委員会
28日 8020推進財団 理事会
 学院 日赤献血イベント
29日 日歯学 第１回生涯研修制度運営委員会
 理事会
30日 学院 全国歯科衛生士教育協議会 令和７年

度総会（東京）

５月　会の動き

７月・８月　本会の予定

７月１日　広報部編集委員会（集稿）　
　　３日　令和７年度第１回岡山県医療対策協議

会新たな財政支援制度検討部会
　　４日　令和７年度岡山中央暴力追放推進協議

会総会
　　８日　岡山県要保護児童対策地域協議会
　　10日　広報部編集委員会（初校）

　　12日　大阪歯科大学歯学部同窓会岡山県同窓
会「社保講習会」

　　16日　学院 研修旅行（～ 18日 東京方面）
　　17日　岡山県国民健康保険団体連合会理事会
　　　　　広報部編集委員会（二校）
　　19日　第66回日本歯科医療管理学会総会・学

術大会（～ 20日 沖縄）
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　　22日　支払基金 審査運営協議会
　　23日　中国地方障害者臨床研究会役員会

（Web）
　　　　　国保組合 全国歯科医師国民健康保険

組合 第２回常務会（Web）
　　24日　令和７年度第１回岡山県訪問看護推進

協議会
　　25日　中国地方社会保険医療協議会岡山部会
　　　　　令和７年度岡山県介護保険関連団体協

議会総会
　　　　　広報部編集委員会（終校）
　　26日　令和７年度公益財団法人日本スポーツ

協会公認スポーツデンティスト養成

講習会スポーツ歯科医学Ⅰ（～27日）
　　　　　NPO救命おかやま講演会2025定時総

会，講演会
　　　　　学院 第２回一日体験入学
　　27日　第７回DHスキルアップセミナー
　　　　　国保組合 第97回通常組合会
　　31日　健康おかやま21推進会議

８月３日　第４回歯科外来・在宅ベースアップ評
価料 施設基準届出に関する相談会

　　25日　第59回岡山県がん診療連携協議会
（Web）

７月３日　津　山　定例会
　　４日　児　島　理事会
　　　　　都　窪　理事会
　　８日　真　庭　納涼理事会
　　９日　岡山市　ポスターコンクール審査会
　　　　　玉野市　理事会
　　10日　笠岡・小田　電子理事会
　　18日　倉　敷　定例理事会
　　24日　倉　敷　障がい者歯科コンサルテーシ

　　　ョン，会計会議
　　29日　津　山　理事会

８月１日　児　島　理事会

　　７日　津　山　定例会
　　10日　笠岡･小田　電子理事会
　　13日　玉野市　理事会
　　19日　真　庭　８月例会
　　20日　岡山市　口腔衛生優良校努力校表彰並

　　　びに夏期研修会
　　21日　勝　英　定例会
　　22日　倉　敷　定例理事会
　　23日　岡山市　ファジアーノ岡山団体観戦
　　24日　岡山市　技工学院しごと体験会
　　26日　津　山　理事会
　　31日　岡山市　７年度岡山市四師会役員全体

　　　協議会

７月・８月　地区歯科医師会の予定

　　「締めくくり」

徹　　　還暦を過ぎたころから，自分の時間が有限であることを意識するようになりました。

時間は無限にあると思っていた若いときには，そのことについて考えることはありませんで

した。父が亡くなったときの年齢に近づいている今，与えられた時間を有意義に使っていこ

うと思います。

蟲
明



生命保険損害保険

地震・火災保険※

自動車保険※

ゴルファー保険

海外旅行保険

傷害保険

賠償責任保険

団体所得補償保険 医療保険

がん保険

収入保障保険

個人年金保険

介護保険積立保険

など など※集団扱制度あり

〒700-8660 岡山県岡山市北区幸町8-22
三井住友海上岡山ビル5階
［TEL］086-221-2576
［FAX］086-221-2580
［URL］https://shop.smktg.jp/public/seminar/view/164

岡山駅 ビックカメラ

岡山シティ
ミュージアム

県庁通り

あくら通り

市
役
所
筋

イオン

ホテルグランビア

下石井公園

西
川

大供交差点

岡山市役所

柳町1丁目交差点

セブンイレブン

三井住友海上
エイジェンシー・サービス株式会社

岡山支店

三井住友海上岡山ビル5階

三井住友海上
エイジェンシー・サービス株式会社
岡山支店

三井住友海上
エイジェンシー・サービス株式会社

岡山支店

相談したい相手がここにいる。

MS＆ADインシュアランスグループの一員として、「お客さまの安心と満足」を活動の原点におき、
プロフェッショナルの誇りと責任をもって地域に貢献します。
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